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論　　文　　の　　要　　旨
　近年，造血管細胞のin　VitrO培養法確立により，血球の分化，増殖過程が1n　VitrOでも観察可能
となった。巨核球一血小板系の場合，巨核球系前駆細胞（C剛一M）の分化，増殖から巨核球の成
熟を経て，血小板産生にいたる過程を観察しうる培養系が必要である。本論文では独自に考案され
た液体培養系によりマウスCFU－Mの培養が試みられ，あわせて培養巨核球の性状について検討を
加えている。ユ液体培養系の概略は牛胎児血清0．蝸，牛血清アルブミン液（8％W／V）O．1㎜2，
牛胎児浸出液のo．ユm2，L一アスパラギン液（2㎎／㎜2）o．1狐2，α培地o．2m2，Pokeweed　M1togen刺
激マウス牌細胞培養上清O．4m2，15％牛胎児血清加ハンクス液O．6滅とマウス骨髄細胞液O．M（2
×105個）の合計2㎜脆35㎜組織培養皿上で混和後，37℃，7．5％CO。中にて3～10日間培養した。
巨核球コロニーの同定は，培養皿底のコロニーを2．5％グルタールアルデヒドにて固定後，アセチ
ルコリンェステラーゼ染色により，4個以上の陽性細胞群をコロニーとして算定した。
　その結果，以下の成績をえた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51）液体培養系でも巨核球コロニーの形態は保持され，培養3日目に25．1±4．1／2×10ce11と巨
核球コロニーの出現がみられ，培養7日目には60．5±10．7個と最高値を示し，その後漸減をみた。
一方，培養系に出現する総巨核球数を算定した緒果，培養3，5，7，10日目でそれぞれ803±31，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5u41±52．1300±74，720±50個の巨核球の出現がみられ，培養前の骨髄細胞2×10個あたり330
±王04個の巨核球がみられたのに比し，約4倍の巨核球数の増加が認められた。
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　2）本培養系に出現した巨核球コロニーのc1㎝a1ityを検討した結果，添加骨髄細胞数O．5×105個
　　　　　5から2×10個の問で直線関係が証明され，一方，添加したConditioned　Mediu㎜を5％から20％に
変化させた結果でも出現するコロニー数に直線関係が証明され，出現した巨核球コロニーはC1Ona1
Originによるものと結論された。
　3）巨核球コロニーの成熟度を透過電顕により検討した結果では，巨核球コロニー数が最大と
なった培養7日目でも早期未熟型，未熟型，成・熟型の比率は18．5％，66．1％，15．4％と巨核球の大
部分は未熟型で，血小板産生像を有する巨核球は少数であった。
　4）培養上清中より少数の血小板が回収された。透過電顕ではほぼ正常に近い形態をしめす血小
板であり，サイズは大型のものが多く認められた。
　以上の如く，本論文で報告した液体培養法ではCFU－Mの分化，増殖から，培養血小板の観察ま
でが可能となり，巨核球一血小板系の観察に適した方法といえる。この培養法は応小範囲も広く，
巨核球系前駆細胞の墓本的培養法の一つとなりうることが期待される。
審　　査　　の　　要　　旨
　巨核球系前駆細胞の培養法としては血漿凝塊法あるいはメチルセルローズ法などが用いられてい
るが，巨核球の特徴である血小板放出機構などの研究は困難であった。本論文で考案された液体培
養系は巨核球系前駆細胞の分化，増殖から培養血小板の観察までが単一の培養系で観察可能である
ことを実証している。本研究は巨核球系前駆細胞の分化，増殖過程を解明するための基礎的研究と
して評価される。
　よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものとみとめる。
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